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五
月
二
十
六
日
、
『
豊
岡
市
震
災
総

合
防
災
訓
練
』
が
出
石
町
水
上
地
区
の

ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
周
辺
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
倒
壊
し
た
家
屋
や
土
砂
に
埋
没
し

た
車
両
、
瓦
礫
か
ら
の
救
助
な
ど
、
非

常
に
リ
ア
ル
な
災
害
現
場
と
な
っ
て
お

り
、
臨
場
感
の
あ
る
訓
練
と
な
り
ま
し

た
。豊

岡
病
院
か
ら
は
医
師
や
看
護
師
な

ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
こ
の
訓
練
に
医
療

班
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
内
容

は
、
現
地
に
設
置
さ
れ
た
医
療
救
護
テ

ン
ト
に
運
ば
れ
て
く
る
傷
病
者
の
ト
リ

ア
ー
ジ
訓
練
や
、
ヘ
リ
で
豊
岡
病
院
へ

搬
送
さ
れ
る
傷
病
者
を
受
け
入
れ
る
訓

練
で
し
た
。

　

無
床
診
療
所
化
が
提
案
さ
れ
た
の
が
昨
年
十
二
月
。
住
民

の
熱
気
の
中
で
開
か
れ
た
一
月
の
説
明
会
。
医
師
不
足
、
集

約
化
。
マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
た
但
馬
の
医
療
、
崩
壊
の
危

機
。
最
初
は
、
驚
愕
と
諦
め
が
大
勢
。
そ
れ
で
も
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
囁
か
れ
、
つ
い
に
は
噴
出
し
た
出
石
病
院
存
続
へ

の
願
い
。
そ
れ
を
受
け
て
の
但
馬
の
医
療
確
保
対
策
協
議
会

で
出
さ
れ
た
結
論
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
流
れ
の
中
で
、
出
石
病
院
は
四
月
か
ら
医

師
数
三
名
で
船
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
船
に
積
む
べ
き
荷
物
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
　

基
本
と
な
る
、
急
性
、
慢
性
疾
患
の
外
来
・
入
院
診
療
。

　
　

救
急
、
時
間
外
対
応
、
訪
問
診
療
。

　
　

人
間
ド
ッ
ク
と
他
院
で
の
人
間
ド
ッ
ク
の
応
援
。

　
　

地
元
企
業
の
産
業
医
や
老
人
福
祉
施
設
の
嘱
託
医
。

　
　

高
校
（
看
護
専
攻
科
）
や
老
健
施
設
な
ど
で
の
教
育
、

　
　

啓
蒙
活
動
、
等
々
。

　

近
年
に
は
な
い
ほ
ど
の
小
船
と
な
り
ま
し
た
が
、
積
み
荷

を
安
全
に
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
船

長
不
在
の
中
、
舵
取
り
を
も
任
さ
れ
た
私
で
す
が
、
乗
組
員

全
員
の
力
を
借
り
て
（
冬
の
時
代
と
い
わ
れ
る
）
荒
波
を
一

漕
ぎ
一
漕
ぎ
進
ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。
最
後
と
な
り
ま
し
た

が
、
各
方
面
か
ら
の
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
同
日
、
兵
庫
県
主
催
の
ヘ
リ
に

よ
る
救
急
患
者
搬
送
訓
練
に
も
参
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
但
馬
地
域
に
重
症

の
新
生
児
患
者
の
発
生
を
想
定
し
た
訓

練
で
、
実
際
に
豊
岡
病
院
か
ら
県
立
こ

ど
も
病
院
に
、
医
師
・
看
護
師
同
乗
の

救
急
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
患
者
搬
送
を
行

い
ま
し
た
。

震
災
総
合
防
災
訓
練
・
小
児
救
急
患
者
の

　
　
　
　
　

ヘ
リ
搬
送
訓
練
へ
参
加
し
ま
し
た
！

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

出
石
病
院
副
院
長

公立出石病院

副院長　西岡　顕
にしおか　　　あきら

組合立病院　◇公立豊岡病院◇公立日高病院◇公立出石病院◇公立梁瀬病院◇公立和田山病院
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トリアージ（triage）って？

　既に広報等でお知らせしていますが、公立豊岡病院組合では本年9月から「眼科センター」を日高病
院内に設立します。これに伴って、現在、豊岡病院の眼科で行っている外来治療のほとんどと、入院治
療・通常の手術治療の全てを日高病院へ全面移行します。今回は、眼科センターに関する様々な疑問に
お答えいたします。

　地震などの災害時・非常時には、短時間に多くの
傷病者が発生し、診療や治療を必要とするようにな
ります。それに対して治療に当たるスタッフや器
材、医薬品などが圧倒的に不足します。このような
中で1人でも多くの傷病者に対して最善の治療を行
うためには、病気やケガの緊急度や重症度によって
治療や後方搬送の優先順位を決めることが必要にな
ります。トリアージとは「病気やケガの緊急度や重
症度」を判定して「治療や後方搬送の優先順位を決
める」ことを言います。

　もし、災害時などの混乱している中で、トリアー
ジを行わず通常と同じように受付け順で治療を行っ
た場合、重症者が長時間放置されるということが出
てきますし、また、最重症者から治療を始めた場合
には、その治療だけで医療スタッフ、医薬品等が使
われてしまい、確実に救命可能なほかの重症者の治
療ができなくなるといったことも考えられます。 
　こうした問題を解決し、傷病者の救命や治療を最
大限効率的、効果的に行うためトリアージが必要と
なるわけです。

眼科センターＱ＆Ａ

　私は3年前に白内障の手術を受けました。
以降、目に異常を感じたらすぐに豊岡病院を
受診していました。9月からは眼科センター
を受診すれば良いのでしょうか？

Q1

　豊岡病院の外来にかかったことがあるので
すが、枠がいっぱいで断られたことがありま
す。9月以降は診察日が減りますが、ちゃん
と診てもらえるのでしょうか？

Q3

　手術後の経過観察中の方や緊急の場合以外
は、お近くの開業医を受診してください。開業
医の先生の判断により、異常があれば眼科セン
ターへ紹介されることもあります。

A1

　一般的な眼科疾患（目やに・充血・ドライア
イ・眼精疲労など）や眼鏡・コンタクトの処
方、眼科検診などについては、出来る限りお近
くの開業医を受診してください。

A4

　診療時間内であれば開業医を受診してくださ
い。時間外であれば、豊岡病院を受診してくだ
さい。ただし、手術・入院が必要な方は、日高
病院で診察となる場合があります。

A5

　私は9月に眼科センターで手術を受ける予
定です。退院後の通院は眼科センターに通わ
ないで、自宅から近い豊岡病院に通いたいの
ですが可能でしょうか？

Q2

　子供が野球をしていて、目にボールが当たり
ました。夕方までは我慢していたのですが、ど
んどん腫れてくるので受診したいのですが…。
どこへかかったらいいのでしょうか？

Q5

　私はコンタクトレンズを装用しており、最
近ドライアイで悩んでいます。どこへかかっ
たらいいのでしょうか？

Q4

　手術後の経過観察は眼科センターと豊岡病院
で行います。患者様のご希望に応じて、医師の
判断によりどちらでも通院していただけます。
ただし、豊岡病院の外来は、9月以降は火・
木・金の3日間となるのでご注意下さい。

A2

　本来、来院患者様を全て診察するのが理想で
すが、医師不足から外来枠を制限せざるを得な
い状況です。9月以降も制限の必要があります
ので、出来るだけ開業医を受診していただきま
すようお願いいたします。

A3
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み
な
さ
ん
は
初
め
て
行
っ
た
病
院
で
、

戸
惑
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
受
付

の
仕
方
や
目
的
の
場
所
へ
の
行
き
方
、
車

椅
子
の
置
き
場
所
な
ど…

。

そ
ん
な
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
ち
ょ
っ
と
手
伝
っ

て
も
ら
え
た
ら
と
て
も
助
か
る
と
思
い
ま

す
。病

院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
人
た
ち
の
こ
と
で

す
。み

な
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

̶

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
ど
れ
く
ら
い

に
な
り
ま
す
か
？

藤
本　

も
う
す
ぐ
四
年
に
な
り
ま
す
。

̶

ど
れ
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
参
加
さ
れ
て

ま
す
か
？

藤
本　

私
は
週
二
回
で
す
。
一
番
多
い
方

で
し
ょ
う
か
（
笑
）
週
一
回
の
方
や
月

に
一
回
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ

ん
自
分
の
ペ
ー
ス
で
さ
れ
て
ま
す
よ
。

̶

応
募
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
？

藤
本　

新
聞
の
募
集
欄
を
見
て
応
募
し
ま

し
た
。
も
と
も
と
、
人
と
話
を
す
る
の

が
好
き
な
性
格
な
の
で
、
た
く
さ
ん
の

人
と
出
会
え
る
病
院
に
魅
力
を
感
じ
ま

し
た
ね
。

̶

院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
？

藤
本　

一
番
の
魅
力
は
、
お
手
伝
い
し
た

方
か
ら
感
謝
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
普
段

お
手
伝
い
を
し
て
い
て
、「
私
た
ち
、

本
当
に
役
に
立
っ
て
い
る
の
か

な
？
」
っ
て
不
安
に
思
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、「
あ
り
が
と
う
」
の
一
言
を

い
た
だ
く
だ
け
で
そ
ん
な
不
安
も
吹
き

飛
び
ま
す
。
一
番
嬉
し
い
瞬
間
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
ふ
れ
あ
い
も

魅
力
の
一
つ
で
す
。
幅
広
い
年
齢
の
方

が
お
ら
れ
る
の
で
、
自
分
に
無
い
も
の

を
身
に
付
け
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

̶

終
始
明
る
く
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
藤
本

さ
ん
で
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
お
疲
れ
様

で
し
た
。
平
成
十
五
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
現
在
約

三
十
名
の
方
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　
　

 

募
集
し
て
い
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し
た
！

院内ボランティア

豊岡市城崎町在住
藤本美穂子さん

　目に違和感があり受診したいのですが、近く
に開業医がありません。

Q6
　眼科センター内に従来の日高病院眼科外来を
継続しますので、そちらをご利用ください。

A6

　今まで、病院の眼科しか行ったことがないた
め、開業医と言われてもどこにあるのか良く分
からないのですが。

Q7

　豊岡病院の他の診療科で入院・通院中の場合
に、眼科を受診したいのですがどうしたらいい
ですか？

Q8
　豊岡病院の外来日（火･木･金）に合わせて、
予約を取ることが出来ますので、スタッフにご
相談ください。

A8

A7
　豊岡病院眼科外来へお尋ねいただければ、お
近くの開業医の情報をご提供いたします。

①活動内容
　院内の案内・誘導、診察申込書記入の
お手伝い、再来受付機の使用補助、
その他介助など

②活 動 日
　一般外来診療日（土、日、祝日、年末
年始を除く）

③活動時間　午前8時から11時まで
④処　　遇　報酬なし
⑤募集人数　人数制限なし
⑥問い合せ
　　　　公立豊岡病院　管理課まで
　　　　　　0796-22-6111（内線2202）
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　体感温度―。辞書で引くと「肌で感じる暑さ寒さの度合い」とありますが、人によってその感じ方や
ちょうど良いと感じる温度には差があるようです。他の人が涼しそうな顔をしているのに、自分だけ汗
をダラダラかいているなんてことが良くあります。これから暑い季節になりますが、いい汗かいておい
しいビールを飲みたくなる季節でもあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　   《編集委員　Y 》

新任医師紹介 平成19年4月2日から平成19年6月1日までに新たに
職員になりました!!どうぞよろしくお願いします。

退職医師紹介
お世話になりました！
(平成19年4月2日～5月31日)

公
立
豊
岡
病
院
組
合
に
は
、
一
般
の
市

や
町
と
同
じ
よ
う
に
議
会
（
組
合
議
会
）

が
あ
り
、
条
例
や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
六
月
か
ら
こ
の

議
会
の
会
議
録
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
公
開
し
て
い
る
の
は
、
平
成
十
二

年
以
降
の
組
合
議
会
定
例
会
と
臨
時
会
の

会
議
録
で
す
。
ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
一
度
ア
ク
セ

ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
公
立
豊
岡
病
院

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
端
の
メ
ニ
ュ
ー

欄
か
ら
「
組
合
議
会
会
議
録
の
検
索
」
を

選
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
検
索
の
し
か
た
》

①
年
度
や
会
議
名
を
指
定
し
て
検
索
す

る
方
法

②
語
句
や
会
議
期
間
、
発
言
者
や
答
弁

者
な
ど
を
指
定
し
て
検
索
す
る
方
法

《
注
意
事
項
》

会
議
録
の
公
開
は
、
テ
ー
プ
反
訳
な

ど
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
定
例
会
又

は
臨
時
会
閉
会
か
ら
約
四
ヶ
月
後
に
な

り
ま
す
。

問
合
せ　

議
会
監
査
事
務
局
ま
で　

　

公
立
豊
岡
病
院
組
合
の
各
病
院
で
は
、

嘱
託
職
員
・
臨
時
的
任
用
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
募
集
し
て
い
る
職
種

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
病
院
の
管
理
課

が
窓
口
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
管
理
栄
養
士
（
臨
時
的
任
用
職
員
）

　

・
募
集
人
数　

一
名

　

・
勤
務
病
院　

豊
岡
病
院

　

・
問
合
せ
先　

豊
岡
病
院
管
理
課
ま
で

◎
介
護
職
員
（
嘱
託
職
員
）

　

・
募
集
人
数　

若
干
名

　

・
勤
務
病
院　

和
田
山
病
院

　

・
問
合
せ
先　

和
田
山
病
院
管
理
課
ま
で

　

病
院
組
合
で
は
、
昨
年
十
二
月
か
ら

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

医
師
の
就
退
職
、
診
療
体
制
の
変
更
や
最

新
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
出
来
る
限
り
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
発
信
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
一
度
、
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
登

録
・
解
除
は
病
院
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
出
来
ま
す
。

（
問
合
せ　
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※総合診療部
（組合外病院勤務）

医長　水守　康之
みずもり　　　やすゆき

豊 岡 病 院
和田山病院
豊 岡 病 院

皮 膚 科
内 科
産婦人科

髙井　美穂
平山　恭孝
橋場　研治

豊岡病院　消化器科

部長　上田　通雅
  うえだ　　　  みちまさ

豊岡病院　総合診療科

医長　三宅　直美
 みやけ　　　　　なおみ

豊岡病院　皮膚科

中東　恭子
なかひがし　　きょうこ

豊岡病院　眼科

医員　岩脇　卓司
いわわき　　　　たくじ


